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次号予告
編集後記

息苦しさのように活動に支障をき
たす障害があると、生活を営む

ことと、楽しむこととの間には、大き
な差があるとあらためて認識しまし
た。財源は限られますが、豊かな社
会であるには支援システムにも、もっ
と「楽しむ」という視点があればと感じ
ました。●今月号をもって『保健師
ジャーナル』編集室へと異動となりま
す。本誌編集を2年間担当するな
か、著者の皆様はじめ、多くの方に
ご協力ならびにご指導をいただきまし
た。あらためて深く感謝申し上げま
す。…小林

なぜ、看取りの現場に身を置く看
護師さんは力強いのか。それ

は、日ごろから、自分の生き方と向き
合っているからだと思いました。日常
に流されることなく真摯な思いを持ち
続ける大切さ。自分の人生を考える
貴重な機会となりました。●今月号よ
り『訪問看護と介護』を担当させてい
ただきます。読者の皆さまに寄り添
い、有益な情報をお届けできるよう
努めてまいりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。…横田

春は出会いと別れがありますね。
今春から弊誌編集室も新体制

です。引き続き、よろしくお願いいた
します！…小池

特集

これからは
「クライシス・プラン」を
つくっておこう
つくると何がいいの？　どうつくればいいの？
　クライシス・プランは、「良い状態を保つ」「病状の悪化の始まりに気づ
いて、早めに立て直す」「悪化が深刻になったときにスムーズに対処・対
応する」ためのツールです。精神科医療で発展途上である「患者さん・
ユーザー中心」「権利擁護」という点に加え、「支援者間の連携」という点
からも、今ある医療・保健・福祉を“ちょっと良いものにする”可能性を秘
めています。本特集では本ツールの徹底解説を試みます。

「クライシス・プラン」ってなんだ？◉野村照幸

「クライシス・プラン」の活用例と、その作り方

事例で紹介！　こんなケースにも使えます
1：認知症高齢者のケース

2：すぐに医療機関にSOSの電話をかけてしまう患者のケース

3：支援する周囲が対応に困っている患者のケース

【コラム】
クライシス・プランの源流

年 月号

※一部変更となることがあります。
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